
グリーン・サステイナブルケミストリー

環境・安全への貢献を前面に
　
化
学
製
品
は
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削
減
や
省
エ
ネ
に
つ
な
が

る
が
、
そ
の
効
果
は
目
に
見
え
て
分
か
る
訳
で
は
な
い
の
で
、
消
費
者
は
意
識

し
に
く
い
。
グ
リ
ー
ン
・
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー

Ｇ
Ｓ
Ｃ

を
広

め
る
た
め
、
化
学
産
業
の
業
界
団
体
で
あ
る
日
本
化
学
工
業
協
会

日
化
協

で
は
化
学
製
品
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
評
価
「
カ
ー
ボ
ン
・
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
分

析

ｃ
―
Ｌ
Ｃ
Ａ

」
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
将
来
の
技
術
向
上
に
向
け
た
人

材
育
成
に
も
力
を
注
ぐ
。
グ
リ
ー
ン
・
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

Ｇ
Ｓ
Ｃ
Ｎ

や
日
本
化
学
会
も
、
化
学
の
貢
献
を
訴
え
る
と
同
時

に
人
材
育
成
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

製
品
の
有
用
性
を
数
値
化

「化学クラブ研究発表会」
では議論を交わす場面も

「化学系学生のための企業合同説
明会」に多くの学生が参加した

化
学
系
学
生
へ
の
支
援
策

化学業界の取り組み

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 ４月２６日 金曜日 　　

　
化
学
業
界
で
は
Ｇ
Ｓ
Ｃ
を

広
め
る
活
動
だ
け
で
な
く
、

次
代
を
担
う
人
材
の
育
成
に

も
力
を
入
れ
る
。

　
就
職
活
動
へ
の
不
安
か
ら

理
工
系
博
士
課
程
へ
の
進
学

を

躇
し
た
り
、
博
士
前

ち
ゅ
う
ち
ょ

期
課
程
で
卒
業
し
た
り
す
る

学
生
は
多
い
。
そ
こ
で
、
日

化
協
は
参
加
企
業
を
募
り
、

「
化
学
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を

年
に
創
設
。
基
礎

・
応
用
研
究
の
能
力
に
加

え
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に

優
れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
感
覚

を
持
つ
人
材
の
育
成
な
ど
、

研
究
だ
け
で
な
く
、
企
業
が

求
め
る
人
材
の
育
成
に
力
を

入
れ
る
。
博
士
後
期
課
程
の

教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
持
つ

大
学
院
専
攻
を
選
考
し
、
支

援
す
る
。

年

月
に
は
３

専
攻
を
追
加
し
、
計

専
攻

が
支
援
対
象
。
１
専
攻
か
ら

１
人
の
学
生
に
対
し
、
３
年

に
わ
た
り
月
額

万
円
の
奨

学
金
を
給
付
す
る
。

　
ま
た
、
３
月
８
日
と

日

に
は
東
京
、
大
阪
会
場
で

「
化
学
系
博
士
課
程
学
生
・

企
業
交
流
会
」
を
開
催
し

た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
企
業

の
人
事
担
当
者
、
研
究
開
発

担
当
者
が
化
学
人
材
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
支
援
対
象
専
攻

の
学
生
に
、
研
究
開
発
内
容

や
博
士
採
用
に
つ
い
て
説

明
。
採
用
・
就
職
活
動
に
向

け
た
情
報
交
換
が
行
わ
れ

た
。
今
回
が
初
開
催
で
、
今

後
も
継
続
し
て
い
く
予
定
。

金
銭
面
だ
け
で
な
く
、
企
業

と
の
交
流
の
場
を
提
供
し
、

学
生
、
大
学
、
企
業
そ
れ
ぞ

れ
に
メ
リ
ッ
ト
を
創
出
し
て

い
る
。

　
こ
う
し
た
活
動
は
他
に
も

あ
る
。
会
員
約
３
万
人
の
日

本
化
学
会
の
関
東
支
部
は
４

月

日
に
東
京
都
千
代
田
区

の
化
学
会
館
で
、
「
第

回

化
学
系
学
生
の
た
め
の
企
業

合
同
説
明
会
」
を
行
っ
た
。

就
職
活
動
期
間
が
長
引
く
と

研
究
活
動
を
阻
害
さ
れ
て
し

ま
う
。
こ
う
し
た
学
生
と
教

員
の
負
担
を
な
く
す
た
め

に
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
を

提
供
す
る
。
ま
た
、
企
業
に

と
っ
て
も
訪
れ
る
学
生
が
化

学
系
に
限
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
効
率
的
に
話
が
進
む
。

　
参
加
し
た
９
社
の
ブ
ー
ス

に
は
メ
モ
を
と
る
学
生
の
熱

心
な
姿
が
見
ら
れ
た
。
参
加

企
業
か
ら
は
「
一
般
向
き
の

説
明
会
よ
り
も
学
生
の
質
が

高
い
」
と
好
評
だ
っ
た
。
模

擬
面
接
コ
ー
ナ
ー
も
設
置

し
、
人
材
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

が
学
生
を
指
導
し
た
。
昨
年

は

月
に
も
開
催
し
た
と
こ

ろ
、

の
企
業
と
１
０
０
０

人
以
上
の
学
生
が
参
加
し

た
。
今
年
も

月
の
開
催
を

予
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
日
本
化
学
会
関
東

支
部
は
３
月

日
に
東
京
都

江
東
区
の
芝
浦
工
業
大
学
豊

洲
校
舎
で
「
化
学
ク
ラ
ブ
研

究
発
表
会
」
を
開
催
。
ポ
ス

タ
ー
発
表
の
会
場
に
は
化
学

を
志
す
学
生
が
刺
激
を
与
え

合
う
姿
が
見
ら
れ
た
。
併
せ

て
、
Ｇ
Ｓ
Ｃ
Ｎ
の
人
材
育
成

の
一
環
で
中
学
校
・
高
等
学

校
の
化
学
ク
ラ
ブ
の
優
れ
た

研
究
発
表
に
贈
る
「
Ｇ
Ｓ
Ｃ

ジ
ュ
ニ
ア
賞
」
の
表
彰
式
も

行
わ
れ
た
。

　
１
９
８
９
年
、
国
際
化
学

工
業
協
会
協
議
会

Ｉ
Ｃ
Ｃ

Ａ

が
設
立
さ
れ
、
レ
ス
ポ

ン
シ
ブ
ル
・
ケ
ア

Ｒ
Ｃ

活
動
が
世
界
展
開
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
Ｒ
Ｃ
は
、
化

学
物
質
の
開
発
、
製
造
、
物

流
、
使
用
、
最
終
消
費
、
廃

棄
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
至
る
全

て
の
過
程
に
お
い
て
、
環
境

・
安
全
・
健
康
を
確
保
し
活

動
の
成
果
を
社
会
に
公
表
す

る
活
動
を
示
す
。
現
在
、

カ
国
・
地
域
で
導
入
さ
れ
て

い
る
と
さ
れ
、
環
境
・
安
全

へ
の
配
慮
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
で
は
日

本
、
米
国
、
欧
州
の
業
界
団

体
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
分
担

し
、
化
学
物
質
が
及
ぼ
す
影

響
に
つ
い
て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。
日
本
で
は
日
化

協
が
事
務
局
と
な
り
、
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
気
候
変
動
」
を

担
当
す
る
。
そ
の
活
動
と
し

て
ｃ
―
Ｌ
Ｃ
Ａ
に
取
り
組

む
。

　
温
室
効
果
ガ
ス

Ｇ
Ｈ

Ｇ

の
排
出
量
を
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
中
で
把
握
す
る

Ｇ
Ｈ
Ｇ
プ
ロ
ト
コ
ル
や
、
製

品
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
で
の

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
把
握
す
る

カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト

と
は
異
な
り
、
ｃ
―
Ｌ
Ｃ
Ａ

は
完
成
品
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

に
つ
い
て
、
化
学
製
品
を
使

用
し
た
場
合
と
そ
う
で
な
い

場
合
と
を
比
較
す
る
。
こ
の

差
を
排
出
削
減
貢
献
量
と
し

て
算
出
し
、
化
学
製
品
の
有

用
性
を
訴
え
る
。

　
２
０
１
２
年

月
に
ｃ
―

Ｌ
Ｃ
Ａ
の
評
価
事
例
を
増
や

し
、
「
国
内
お
よ
び
世
界
に

お
け
る
化
学
製
品
の
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
評
価
」
の
冊
子
を

改
訂
・
発
行
し
た
。

　
従
来
の

太
陽
光
発
電

風
力
発
電

自
動
車

航
空

機
用

発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

電
球

住
宅
用

断
熱
材

配
管
材
料

海
水

淡
水
化
プ
ラ
ン
ト
材
料

Ｒ

Ｏ
膜

の
８
分
野
に
、
ホ
ー

ル
素
子
・
Ｉ
Ｃ
分
野
を
見
直

し
エ
ア
コ
ン
分
野
と
し
、
自

動
車
用
タ
イ
ヤ
と
マ
ン
シ
ョ

ン
の
２
分
野
を
追
加
し
た
。

ま
た
、
海
水
淡
水
化
プ
ラ
ン

ト
、
エ
ア
コ
ン
、
自
動
車
、

航
空
機
分
野
は
海
外
で
の
評

価
事
例
と
し
て
も
ま
と
め

た
。

　
日
本
国
内
評
価
は
海
水
淡

水
化
プ
ラ
ン
ト
材
料
を
除
い

た

事
例
で
、

年
か
ら
の

１
年
間
に
製
造
さ
れ
る
製
品

を
最
終
段
階
ま
で
使
用
し
た

際
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
貢
献

量
は
、
１
億
３
０
５
７
万

と
な
る
。
化
学
は
技
術
進
歩

に
伴
い
、
製
品
の
製
造
時
に

Ｃ
Ｏ
２
が
増
加
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
型
で
あ
る
が
、
最

終
段
階
ま
で
考
慮
す
る
と
Ｃ

Ｏ
２

排
出
量
の
削
減
に
な

る
。
化
学
が
実
現
す
る
Ｃ
Ｏ

２
排
出
削
減
貢
献
量
を
数
字

化
す
る
こ
と
で
化
学
製
品
の

貢
献
度
が
分
か
り
や
す
く
、

消
費
者
か
ら
の
信
頼
も
得
や

す
く
な
る
。

　
こ
う
し
た
活
動
が
評
価
さ

れ
、

年

月
に
は
Ｌ
Ｃ
Ａ

日
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
主
催
の

「
第
９
回
Ｌ
Ｃ
Ａ
日
本
フ
ォ

ー
ラ
ム
表
彰
」
で
経
済
産
業

省
産
業
技
術
環
境
局
長
賞
を

受
賞
し
た
。

　

年
に
化
学
系
の
学
会
・

団
体
お
よ
び
国
立
研
究
所
に

よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
Ｇ
Ｓ
Ｃ

Ｎ
は
新
化
学
技
術
推
進
協
会

Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｉ

の
中
で
活
動

し
、
Ｇ
Ｓ
Ｃ
を
普
及
・
促
進

さ
せ
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
う
。

　
６
月
６
、
７
の
両
日
、
大

阪
市
の
メ
ル
パ
ル
ク
大
阪
で

「
第
２
回
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｉ
／
Ｇ
Ｓ

Ｃ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催

す
る
。
「
化
学
が
つ
く
る
未

来
社
会
―
人
類
の
永
続
的
な

発
展
の
た
め
に
」
を
テ
ー
マ

に
、
企
業
の
製
品
開
発
や
研

究
所
の
最
新
技
術
な
ど
、
Ｇ

Ｓ
Ｃ
の
成
果
を
発
表
す
る
。

２
５
０
件
以
上
の
ポ
ス
タ
ー

発
表
も
行
い
、
参
加
者
同
士

で
の
情
報
交
換
を
促
す
。

　
ま
た
、
Ｇ
Ｓ
Ｃ
の
推
進
に

貢
献
し
た
個
人
・
団
体
に
対

し
、
「
グ
リ
ー
ン
・
サ
ス
テ

イ
ナ
ブ
ル
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー

賞
」
を
贈
っ
て
い
る
。
自
薦

・
他
薦
問
わ
ず
、
経
済
産
業

大
臣
賞
、
文
部
科
学
大
臣

賞
、
環
境
大
臣
賞
が
贈
ら
れ

る
。
第

回
の
受
賞
者
は
５

月

日
に
発
表
予
定
だ
。


